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全
医
師
・
歯
科
医
師
Ｐ
Ｒ
号

本
号
は
、
会
員
外
の
先
生
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
は
昨
年

末
、シ
ス
テ
ム

の
安
全
性
や
基

本
的
人
権
等
Ｅ

Ｕ
の
価
値
の
保

障
を
目
的
と
し

て
、域
内
で
一

律
に
適
用
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
の
包

括
的
な
規
制
枠
組
み
規
則
案

に
暫
定
合
意
。世
界
標
準
を

目
指
し
、年
内
に
は
日
本
で

も
同
様
の
法
整
備
が
さ
れ
る

見
込
み
▼
Ｅ
Ｕ
で
は
2
0
1

8
年
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）施
行
。Ｅ
Ｕ
外

へ
デ
ー
タ
を
持
ち
出
す
際
に

も
適
用
。保
護
の
対
象
と
な

る
個
人
情
報
に
は
、個
人
の

氏
名
（
顧
客
・
従
業
員
名
簿

等
）、識
別
番
号
（
旅
券
・
運

転
免
許
証
番
号
、指
紋
・
顔
認

証
デ
ー
タ
・
住
所
・
電
話
番
号

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
等
）、位
置

デ
ー
タ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
）、オ
ン

ラ
イ
ン
識
別
子
（
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
・
ク
ッ
キ
ー
等
）が
該
当

▼
欧
州
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
者
の
情
報
を
保
持
す
る

ク
ッ
キ
ー
の
受
け
入
れ
可
否

の
選
択
、ま
た
拒
否
し
て
も

不
利
益
が
無
い
よ
う
に
。日

本
は
そ
の
限
り
に
な
い
が
、グ

ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
の
ブ
ラ

ウ
ザ
は
対
応
す
る
方
向
▼
契

約
時
に
対
等
で
は
な
い
力
関

係
が
あ
る
場
合
、弱
者
に
不

利
益
が
生
じ
る
も
の
は
欧
州

で
は
通
用
し
な
い
。日
本
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
匿
名

化
し
て
安
全
と
主
張
さ
れ
る

医
療
情
報
の
利
活
用
は
、果

た
し
て
世
界
の
常
識
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
？

（
倫
）
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賃
上
げ
対
応
―
計

算
・
報
告
が
複
雑

今
次
改
定
の
目
玉
の
一
つ

医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
を
実

現
す
る
た
め
、
初
・
再
診
料

と
訪
問
診
療
料
の
引
き
上

げ
、
診
療
所
で
は
新
設
の
外

来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
を
用
い
た

上
乗
せ
が
行
わ
れ
る
。
同
評

価
料
を
届
出
す
る
と
医
療
従

事
者
の
給
与
総
額
や
賃
金
増

率
な
ど
の
詳
細
な
計
算
や
、

厚
生
局
へ
の
賃
上
げ
計
画
の

定
期
的
な
報
告
が
求
め
ら
れ

る
。
医
療
機
関
の
事
務
負
担

は
大
き
い
。

ま
た
、
事
務
職
員
（
医
師

事
務
作
業
補
助
者
等
を
除

く
）
は
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
で
の
賃
上
げ

の
対
象
外
だ
。
同
評
価
料

（
Ⅰ
）の
範
囲
で
対
象
職
員
の

１
・
２
％
の
賃
上
げ
が
実
施

で
き
余
剰
が
あ
れ
ば
任
意
に

行
え
る
形
と
な
り
そ
う
だ
。

医
療
機
関
を
支
え
る
ス
タ
ッ

算
定
点
数
は
引
き
下
げ
に
な

る
上
、
求
め
ら
れ
る
医
学
管

理
の
内
容
も
変
わ
る
。
診
療

や
請
求
の
あ
り
方
に
大
き
な

変
更
を
強
い
ら
れ
る
。

在
宅
医
療
―
複
雑

化
、
点
数
下
げ
、
減

算
規
定
も
追
加

在
宅
医
療
で
は
訪
問
回
数

に
応
じ
た
訪
問
診
療
料
の
減

算
規
定
が
新
た
に
作
ら
れ

た
。ま

た
、
在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料
等
で
は
単
一
建
物
患

者
の
全
区
分
で
一
律
に
15
点

引
き
下
が
り
、「
1０
人
以
上
」

「
２０
人
以
上
」「
5０
人
以
上
」

の
区
分
が
新
設
さ
れ
た
上

で
、
こ
ち
ら
に
も
訪
問
回
数

に
よ
る
減
算
規
定
が
入
っ

た
。
適
切
な
在
宅
医
療
を
行

２
０
２
４
年
の
診
療
報
酬
改
定
は
診
療
所
に
関
連
す
る

点
数
の
大
幅
な
変
更
が
行
わ
れ
る
見
通
し
だ
。
日
常
診
療

や
請
求
事
務
な
ど
に
大
き
な
影
響
が
出
そ
う
だ
。

困ったときは協会・医会まで

現場大混乱の24年改定

紙レセ請求続継の届出 至急ご提出を！

　４月から紙レセプトで診療報酬の請求を行うために
は継続の届出が必要です。期日は２月末までとされて
いますが、遅滞の場合も受け付けておりますので至
急提出のご準備をお願いします。
　届出様式や記載事項は厚労省ＨＰから確
認いただけます。不明な点がございました
ら全国の保険医協会・保険医会、保団連ま
でお問い合わせください！

届出様式は
QR コードから

患
者
説
明
対
応
や
ト
ラ
ブ
ル

が
懸
念
さ
れ
る
。

マ
イ
ナ
加
算
―
保
険

証
受
診
で
負
担
高
く

医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム
基

盤
体
制
充
実
加
算
（
い
わ
ゆ

る
マ
イ
ナ
加
算
）
は
、
医
療

情
報
取
得
加
算
に
名
称
変
更

さ
れ
、
初
・
再
診
料
等
に
加

算
さ
れ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
普
及
し

た
い
政
府
の
意
向
で
、
従
来

の
保
険
証
で
受
診
す
る
と
窓

口
負
担
が
高
く
な
る
取
り
扱

い
は
変
わ
ら
な
い
。
患
者
に

と
っ
て
は
理
不
尽
で
説
明
が

困
難
だ
。
マ
イ
ナ
受
診
を
巡

る
ト
ラ
ブ
ル
も
依
然
収
束
し

て
お
ら
ず
、
窓
口
業
務
の
混

乱
も
懸
念
さ
れ
る
。

私
た
ち
は
会

員
の
医
療
機
関

か
ら
届
い
た
声

を
も
と
に
、
マ

ス
コ
ミ
や
国
に

働
き
か
け
、
社

会
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
医
療
を
守
り
た

い
」
―
そ
の
思
い
か
ら
、

地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
る

先
生
方
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
医
療
機
関
経
営

や
国
民
の
生
活
は
困
難
さ

を
増
し
て
い
ま

す
。
医
療
と
国

民
生
活
の
再
建

に
は
、
所
得
再

分
配
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き

る
状
況
を
築
き

上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

し
か
し
政
府
は
「
全
世
代

型
社
会
保
障
」
の
名
の
も
と

に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
負
担

を
増
や
し
、
給
付
を
抑
制
し

て
、
生
活
基
盤
を
支
え
る
社

会
保
障
制
度
を
次
々
と
後
退

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

患
者
が
受
診
で
き
な
け
れ

ば
、
医
療
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
と
同
時

に
、
患
者
負
担
の
軽
減
を
求

め
、
厚
労
省
を
は
じ
め
政
府

や
国
会
議
員
な
ど
に
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
請
求
等
、
日
々
の
実

務
に
つ
い
て
も
、
当
局
へ
の

照
会
や
改
善
要
請
を
行
い
、

審
査
、
指
導
、
監
査
、
適
時

調
査
な
ど
の
改
善
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

医
業
経
営
や
税
務
対
策
、

労
務
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

保
険
医
協
会
・
医
会
へ
ご
入
会
を

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長
竹
田
智
雄

検
討
会
で
し
っ
か
り
準
備

フ
に
差
別
的
な
評
価
が
持
ち

込
ま
れ
た
こ
と
で
、
賃
上
げ

を
巡
っ
て
悩
ま
し
い
対
応
を

迫
ら
れ
る
。

特
疾
患
か
ら
３
疾
患

除
外
―
新
管
理
料

は
高
い
ハ
ー
ド
ル

生
活
習
慣
病
管
理
で
広
く

算
定
さ
れ
る
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
等
か
ら
、
対
象
疾
患

の
約
９
割
を
占
め
る
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧

症
が
除
外
さ
れ
る
方
針
だ
。

新
設
の
生
活
習
慣
病
管
理
料

Ⅱ
（
３
３
３
点
・
月
１
回
）

へ
の
移
行
が
想
定
さ
れ
て
い

る
が
、
患
者
１
人
当
た
り
の

っ
て
い
た
医
療
機
関
で
も
点

数
が
下
が
る
不
合
理
に
加

え
、
従
来
か
ら
医
療
機
関
を

悩
ま
せ
た
点
数
の
複
雑
さ
に

拍
車
が
か
か
る
。

後
発
品
の
あ
る
先
発

薬
は
患
者
負
担
増

後
発
品
が
発
売
さ
れ
て
い

る
先
発
品
（
長
期
収
載
品
）

を
患
者
が
希
望
し
た
場
合
、

後
発
品
と
の
差
額
の
一
部
が

上
乗
せ
さ
れ
る
取
り
扱
い
も

1０
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
方
向

だ
。院

内
処
方
・
院
外
処
方
と

も
に
対
象
と
な
る
見
通
し

だ
。
医
療
上
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な

る
見
通
し
だ
が
、
使
い
慣
れ

た
先
発
薬
を
希
望
す
る
患
者

が
負
担
増
と
な
り
か
ね
ず
、

医科分野の主な汎用点数の増減および変更等
初・再診料
医科初診料 288点 → 291点 +3点
医科再診料 73点 → 75点 +2点
　地域包括診療加算1 25点 → 28点 +3点
　地域包括診療加算2 18点 → 21点 +3点
　認知症地域包括診療加算1、2も同様
外来診療料 74点 → 76点 +2点
医学管理等
特定疾患療養管理料から脂質異常症、高血圧症、糖尿病の3疾患を対象除外
生活習慣病管理料（Ⅱ）の新設 【新設】→ 333点
慢性腎臓病透析予防指導管理料　1年以内 【新設】→ 300点
　　　　　　　　　　　　　　　1年超 250点
小児科外来診療料は院内、院外処方の場合とも初診時+5点、再診時+4点
小児かかりつけ診療料1、2とも初診時+11点、再診時+10点
薬剤情報提供料 10点 → 4点 －6点
在宅医療
在宅がん患者緊急時医療情報連携指導料 【新設】→ 200点
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料（情報通信機器
を用いた場合） 【新設】→ 218点

検査、投薬、注射
血液化学検査　10項目以上 106点 → 103点 －3点
SARS-CoV-2抗原検出（定性） 300点 → 150点 －150点
SARS-CoV-2・インフルエンザウイルス抗原同時
検出（定性） 420点 → 225点 －195点

排泄せつ物、滲しん出物又は分泌物の細菌顕微鏡検査
　3　その他のもの 64点 → 67点 ＋3点
細菌培養同定検査の1，2，4，5は+10点、3は+5点
細菌薬剤感受性検査の1は+5点、2は+10点、3は+20点
採血料　静脈 37点 → 40点 +3点
乳幼児加算 30点 → 35点 +5点
動脈 55点 → 60点 +5点
乳幼児加算 30点 → 35点 +5点
処方料及び処方箋料の特定疾患処方管理加算1を
廃止、点数引き下げ 66点 → 56点 －10点

皮内、皮下及び筋肉内注射 22点 → 25点 +3点
静脈内注射 34点 → 37点 +3点
　乳幼児加算 48点 → 52点 +4点
点滴注射（乳幼児加算含む）が2～4点の引上げ
トリガーポイント注射 80点 → 70点 －10点
リハビリテーション、精神科専門療法
疾患別リハビリテーション料について、実施した職種ごとの区分を新設
通院・在宅精神療法の60分以上の引上げ、30分未満の引下げ等
処置、手術
熱傷処置3，4，5の引上げ
爪甲除去（麻酔を要しないもの） 60点 → 70点 +10点
人工腎臓　慢性維持透析を行った場合1～3のイロハすべて一律9点引下げ
鼓室処置 55点 → 62点 +7点
デブリードマン　100平方cm未満 1410点 → 1620点 +210点

診療報酬改定
特設サイト

協
会
・
医
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

保
険
医
協
会
・
保
険
医
会

で
は
、
診
療
報
酬
改
定
の
内

容
や
求
め
ら
れ
る
対
応
な
ど

を
解
説
す
る
検
討
会
を
開
き

（
６
・
７
面
に
会
場
一
覧
）、

解
説
書
籍
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
会
員
か
ら
の
相
談
に
は

保
険
請
求
に
精
通
し
た
事
務

局
が
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
す
。
困
っ
た
時
の
拠

り
所
と
し
て
、
保
険
医
協
会

・
保
険
医
会
に
ぜ
ひ
ご
入
会

下
さ
い
。

な
分
野
の
要
望
に
お
応
え
す

る
各
種
研
究
会
や
相
談
会
、

日
常
診
療
に
役
立
つ
研
究
会

や
会
員
同
士
の
親
睦
会
、
文

化
行
事
な
ど
も
好
評
で
す
。

ま
た
、
病
気
や
け
が
で
休

業
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

場
合
の
休
業
保
障
制
度
、
将

来
の
生
活
設
計

に
役
立
つ
保
険

医
年
金
制
度
、

万
が
一
の
場
合

へ
の
備
え
と
し

て
の
グ
ル
ー
プ

保
険
な
ど
各
種
共
済
制
度
も

あ
り
ま
す
。

医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て

の
思
い
と
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
先
生

方
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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医 院 経 営
と

雇 用 管 理

特集／経営対策シリーズ2022

（2022年11月版）

歯
科
政
策
部
が
、
昨
年
秋
に
発
行
し
た
『
歯
科
医
療
改

革
提
言
・
第
3
版
』
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
第
2
回
は
、

口
腔
の
健
康
と
全
身
の
健
康
の
関
わ
り
を
中
心
に
解
説
す

る
。

口
腔
の
健
康
が健康

寿
命
の
延
伸
に

い
て
、
フ
レ
イ
ル
対
策
の
一

つ
で
あ
る
口
腔
機
能
の
維

持
、
回
復
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

歯
周
病
は

万
病
の
も
と

歯
周
病
を
有
す
る
人
の
割

合
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
2
0

1
6
年
調
査
で
は
い
ず
れ
の

年
齢
階
級
に
お
い
て
も
増
加

し
て
い
る
。

歯
周
病
は
、
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
、
低
体
重
児
・
早
産

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
等
に

関
係
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
歯
周
病
の
予
防
や
治
療

で
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
低
減

で
き
る
。
定
期
健
診
に
よ
る

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
予
防
指

導
・
処
置
、
早
期
治
療
・
管

理
が
必
要
で
あ
る
。

口
腔
の
健
康
は
全
身

の
健
康
に
つ
な
が
る

残
存
歯
数
が
多
い
ほ
ど
医

療
費
が
低
く
な
る
と
い
う
デ

ー
タ
（
図
1
）
も
報
告
さ
れ

生
活
の
基
盤
と
な
る

口
腔
機
能

咀そ
し
ゃ
く嚼
、
嚥え

ん
げ下
、
唾
液
の
分

泌
な
ど
の
口
腔
機
能
は
人
間

が
生
き
て
行
く
上
で
非
常
に

大
切
で
あ
る
。
口
腔
機
能
の

衰
え
（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）

が
現
れ
る
と
、
食
事
の
食
べ

こ
ぼ
し
、
滑
舌
の
悪
化
な
ど

の
症
状
が
積
み
重
な
り
、
そ

の
結
果
、
栄
養
状
態
の
悪

化
、
外
見
の
変
化
や
気
分
の

落
ち
込
み
か
ら
他
者
と
の
関

わ
り
の
遮
断
、
社
会
活
動
か

ら
の
孤
立
、
全
身
の
衰
え
に

つ
な
が
り
、「
フ
レ
イ
ル
」
状

態
と
な
る
。

フ
レ
イ
ル
は
早
期
に
対
策

を
取
れ
ば
回
復
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
高
齢
社
会
に
お

2

て
い
る
。
東
京
都
日
野
市

は
、
2
0
1
8
年
に
医
療
費

分
析
の
結
果
と
し
て
、
残
存

歯
数
が
20
本
以
上
の
人
と
19

本
以
下
の
人
を
比
べ
る
と
、

40
歳
代
の
医
療
費
に
約
3
倍

の
差
が
あ
っ
た
と
発
表
し

た
。ま

た
、
デ
ン
ソ
ー
健
保
組

合
に
よ
る
歯
科
健
診
と
全
身

の
医
療
費
と
の
関
係
の
デ
ー

タ
（
図
2
）
で
も
、
同
様
の

結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

重
要
な
の
は
、
口
腔
状
態

を
良
好
に
保
つ
こ
と
で
、
全

身
の
健
康
が
保
た
れ
や
す
く

な
り
、
健
康
寿
命
が
延
伸
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
保
険
診
療
の

充
実
と
あ
わ
せ
て
、
歯
科
疾

患
の
予
防
を
推
進
す
る
予
算

措
置
が
今
以
上
に
必
要
だ
。

図1　残存歯数・年齢階層別1人あたり医科医療費（2017年4月～18年3月受診分）

図2　年間被保険者（1人当たり）の医科歯科合計医療費の推移
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「
指
導
内
容
に
従
わ
な
い
と

重
い
処
分
に
な
る
」
と
指
導

を
受
け
た
歯
科
医
が
脅
さ
れ

た
事
例
を
は
じ
め
、
誤
っ
た

指
導
を
し
て
も
修
正
す
る
こ

と
な
く
、
厚
生
局
が
こ
れ
を

追
認
し
て
い
た
事
実
な
ど
を

報
告
。
そ
の
他
に
静
岡
地
裁

に
お
け
る
裁
判
事
例
を
紹
介

し
た
。

「
省
内
で
共
有
」
明
言

保
団
連
か
ら
は
「
指
導
医

療
官
が
指
導
大
綱
や
行
政
手

続
法
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
指
導
医
療
官
を
任

命
し
、
監
督
し
て
い
る
厚
生

局
や
厚
労
省
が
責
任
を
も
っ

て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
」
と

し
今
回
の
問
題
に
止
ま
ら
ず

指
導
医
療
官
の
質
を
担
保
し

て
い
く
こ
と
を
求
め
た
。

報
告
を
受
け
た
議
論
で
、

厚
労
省
は
「
行
政
手
続
法
に

則
っ
て
個
別
指
導
は
実
施
さ

れ
る
も
の
」「
事
実
関
係
を
精

査
の
後
」
と
前
置
き
し
た
も

の
の
、「
事
実
で
あ
れ
ば
適
切

に
対
応
し
、
厚
労
省
各
部
局

や
各
厚
生
局
で
情
報
・
認
識

を
共
有
す
る
」
こ
と
を
明
言
。

要
請
に
対
し
て
厚
労
省
が
対

応
を
明
言
す
る
こ
と
は
珍
し

く
、
要
請
が
実
を
結
ぶ
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

個
別
指
導
は
指
導
大
綱
に

も
記
さ
れ
る
通
り
「
懇
切
・

丁
寧
」
に
「
各
種
法
令
等
の

遵
守
を
徹
底
」
の
上
、
実
施

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
保
団

連
は
適
正
な
個
別
指
導
の
実

施
と
保
険
医
の
人
権
を
守
る

た
め
に
、
引
き
続
き
厚
労
省

要
請
な
ど
運
用
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

厚
労
省
、
一
定
の
対
応
明
言

笹
井
指
導
医
療
官
の
発
言
で
抗
議
要
請

＜概略＞
　1993年「富山県個別指導事件」
　富山協会の会員であった川腰肇医師が、当
時の指導医療官であった一柳兵蔵指導医療
官からの監査を示唆した威圧的な個別指導
を苦に自殺した事件。当該事件は「行き過
ぎた個別指導」として中医協等で議題に上
がり（厚生省は公式には認めず）、その反省
を教訓に新指導大綱が策定された。現在は
行政手続法の趣旨に則った個別指導の実施
に向け道半ばの状態であり、保団連はこの
ような痛ましい事件が二度と起こることの
無いよう改善に向けた運動を強めている。事
件当時の個別指導制度が抱える問題点や事
件の詳細は、『開業医はなぜ自殺したのか－
増補復刻版－』（矢吹紀人著、2015年）を参
照されたい。

笹
井
指
導
医
療
官
は
、
神

奈
川
県
以
外
で
も
過
去
に
埼

玉
県
、
静
岡
県
な
ど
で
暴

言
、
誤
っ
た
指
導
内
容
な
ど

問
題
の
あ
る
指
導
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
静
岡
で
は
笹
井

指
導
医
療
官
の
暴
言
を
巡
り

国
賠
訴
訟
が
提
起
さ
れ
2
0

1
4
年
に
静
岡
地
裁
で
笹
井

指
導
医
療
官
に
よ
る
誹
謗
中

傷
な
ど
の
暴
言
の
事
実
が
認

め
ら
れ
て
国
側
が
敗
訴
し
、

慰
謝
料
を
支
払
う
判
決
が
確

定
し
て
い
る
。

要
請
で
は
神
奈
川
協
会
が

問
題
発
言
の
あ
っ
た
集
団
的

個
別
指
導
の
録
音
デ
ー
タ
を

提
出
。
併
せ
て
、
指
導
医
療

官
と
し
て
今
後
も
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
指
導
を
し
て
い
く

旨
の
発
言
を
し
て
い
る
こ
と

も
伝
え
た
。
埼
玉
協
会
か
ら

は
、
埼
玉
に
赴
任
時
代
に
も

保
団
連
は
1
月
18
日
、
神
奈
川
県
の
集
団
的
個
別
指
導

の
場
で
、
担
当
し
た
笹
井
義
宣
歯
科
指
導
医
療
官
が
1
9

9
3
年
の
富
山
個
別
指
導
事
件
に
つ
い
て
、「
行
政
の
過
失

で
は
な
い
」、「
被
指
導
医
が
不
正
を
認
め
た
」
な
ど
、
事

実
を
歪
曲
し
た
発
言
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
、「
個
別
指
導

は
懇
切
丁
寧
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
罵
倒
す
る
等
被

指
導
医
の
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動
は
許
さ
れ
な
い

と
す
る
厚
労
省
の
認
識
」と「
問
題
発
言
を
行
っ
た
指
導
医

療
官
を
任
命
し
て
い
る
厚
労
省
と
厚
生
局
の
責
任
」の
確

認
・
追
及
を
目
的
に
、
緊
急
で
厚
労
省
要
請
を
実
施
し
た
。

関
連
図
書

｢

指
導
・
監
査｣

の
名

の
も
と
に
、
基
本
的
人
権

を
軽
視
す
る
風
潮
が
未
だ

に
改
ま
っ
て
い
な
い
。

誤
っ
た
認
識
に
よ
る
指
導

等
で
自
殺
な
ど
の
悲
劇
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
問
題

も
発
生
し
て
い
る
。

1
9
9
3
年
秋
、「
赤
ひ

げ
先
生
」
と
呼
ば
れ
た
若

き
開
業
医
が
個
別
指
導
を

苦
に
自
ら
の
命
を
絶
っ
た

「
富
山
個
別
指
導
事
件
」。

そ
れ
は
医
療
界
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
、
国
会
や

中
医
協
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
社
会
問
題
に
。

そ
れ
を
追
っ
た
話
題
の

ル
ポ
の
待
望
の
復
刻
。
日

弁
連
意
見
書
（
2
0
1
4

年
8
月
）
や
年
表
な
ど
新

た
な
資
料
な
ど
を
増
補
。

『開業医はなぜ
自殺したのか』

－増補復刻版－
（矢吹紀人著、2015年）

開
業
医
師
、
開
業
歯
科
医

師
に
と
っ
て
、
日
々
の
診
療

に
加
え
、
ス
タ
ッ
フ
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
も
大
切
な
業
務
だ
。

保
団
連
で
は
医
療
機
関
が
、

地
域
の
患
者
さ
ん
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
た
め

に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
院
長
の

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
得

る
雇
用
関
係
を
築
く
こ
と
が

大
切
と
い
う
観
点
か
ら
、
冊

子
『
医
院
経
営
と
雇
用
管

理
』
を
発
行
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
募
集
・
採
用

の
悩
み
、
労
働
条
件
の
決
め

方
や
就
業
規
則
の
作
り
方
な

ど
、
医
院
経
営
の
上
で
誰
も

が
直
面
す
る
問
題
や
、
最
近

特
に
重
要
視
さ
れ
、
対
応
が

求
め
ら
れ
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
」
や
「
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
も
、
労
働
法
制
や

そ
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
て

解
説
し
て
い
る
。

医
院
の
実
態
に
即
し

分
か
り
や
す
い
解
説

医
師
・
歯
科
医
師
が
、
日

常
診
療
業
務
を
行
い
な
が

ら
、
経
営
者
と
し
て
労
働
関

係
法
制
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

機
会
は
少
な
い
。『
医
院
経

営
と
雇
用
管
理
』
で
は
、
そ

う
し
た
医
師
・
歯
科
医
師
で

も
労
働
関
係
法
制
や
ス
タ
ッ

フ
の
雇
用
に
つ
い
て
、
正
確

に
理
解
し
や
す
く
、
使
い
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

実
際
の
医
院
経
営
の
中
で
よ

地域で信頼される
医療機関めざして

『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
』の
活
用
を

く
あ
る
事
例
や
、
保
険
医
協

会
・
医
会
に
寄
せ
ら
れ
る
質

問
の
代
表
的
な
も
の
を
取
り

上
げ
て
解
説
し
て
お
り
、
そ

の
部
分
を
読
む
だ
け
で
も
、

有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。

本
書
の
全
体
を
通
じ
て

は
、
各
地
の
保
険
医
協
会
・

医
会
で
も
多
く
の
講
演
経
験

が
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
の

桂
好
志
郎
氏
が
監
修
し
て
い

る
。
医
療
機
関
の
悩
み
に
数

多
く
対
応
し
て
き
た
実
績

と
、
医
院
の
実
態
に
即
し
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。
ご
注
文
は
各
地
の
保
険

医
協
会
・
医
会
ま
で
。
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協会名 開催日 開催場所
北 海 道 3/31（日） 札幌
青  森 3/23（土） むつ市

3/26（火） 弘前市
3/28（木） 八戸市
3/29（金） 五所川原市
3/30（土） 青森市

岩 手 4/6（土） 盛岡（一部動画配信）
宮  城 ― 動画配信
秋  田 ― 動画配信
山  形 ― 動画配信
福  島 ― 録画動画配信（無料）、

DVD（有料）
茨  城 3/27（水） 水戸

3/28（木） 土浦
外来のみ。入院は保団連
検討会の模様を後日Web
配信予定

栃  木 3/28（木） 宇都宮（外・入）
4/11（木） Web配信のみ（外・入）

群  馬 5/19（日） 前橋（W）
埼  玉 3/25（月） 川越

3/26（火） 浦和（病・有）
3/26（火） 浦和（診）
4/10～ 動画配信
4/11（木） 春日部
4/12（金） 熊谷

千  葉 3/22（金） 東葛（入・外）
3/23（土） 千葉（入・外）
3/24（日） 旭（外）
3/27（水） 安房（外）
3/29（金） 千葉（動画配信のみ）

東  京 3/28（木） 23区
3/29（金） 文京区（病・有）
3/29（金） 23区
3/30（土） 三多摩
3/31（日） 千代田区
5/16（木） 23区（Q&A）
5/27（月） 三多摩（Q&A）

神 奈 川 3/28（木） 横浜（入）
3/28（木） 横浜（外）
5/22（水） 横浜（外）
5/23（木） 海老名
5/24（金） 藤沢

山  梨 3月下旬～ 動画配信
新  潟 3/28（木） 新潟市

3/30（土） 上越市
3/31（日） 長岡市
3/31（日） 新潟市

富  山 3/27（水） 富山市（外・在）（W）
3/31（日） 富山市（入）（W）

石  川 3/24（日） 七尾地区
3/24（日） 金沢地区
5/12（日） 七尾地区
5/12（日） 金沢地区

福  井 4/14（日） 福井

協会名 開催日 開催場所
長  野 3/22（金） 長野（入院外）

3/25（月） 飯田（入院外）
3/27（水） 松本（入院外）
3/29（金） 上田（入院外）

動画配信（入・外）
岐  阜 3/23（土） 大垣（無）

3/24（日） 岐阜①（病・有）
3/25（月） 土岐（無）
3/27（水） 高山（無）
3/28（木） 岐阜②（無）
5/16（木） 岐阜

静  岡 3/25（月） 浜松
3/26（火） 静岡
3/28（木） 沼津

愛  知 3/27（水） 一宮市
3/30（土） 名古屋市
3/31（日） 豊橋市
5/15（水） 豊橋市
5/16（木） 名古屋市

三  重 3/30（土） 伊賀（W）
3/30（土） 尾鷲（W）
3/31（日） 四日市（W）
3/31（日） 伊勢（W）
3/31（日） 津（W）
6/2（日） 津（W）

滋  賀 4/14（日） 大津
京  都 3/24（日） 京都市（W）

3/30（土） 福知山市
5/23（木） 京都市
5/25（土） 福知山市

大  阪 3/27（水） 大阪市（病）（入）
3/28（木） 大阪市（診）（外・在）

3/29（金） 泉州地域・阪南市（診）（外
・在）

3/29（金） 北河内地域・守口市（診）
（外・在）

3/29（金） 大阪市　精神科（入・外）

3/30（土） 三島地域・茨木市（診）（外
・在）

3/30（土） 河南地域・河内長野市
（診）（外・在）

3/30（土） 大阪市（有）（外・入・在）
兵  庫 3/23（土） 神戸①

3/23（土） 神戸（病・入）
3/27（水） 加古川
3/28（木） 神戸②
3/28（木） 西宮
3/29（金） 明石
3/30（土） 姫路（病・入）（W）
3/30（土） 宝塚
3/30（土） 淡路
3/30（土） 三田
3/30（土） 尼崎
4/13（土） 但馬
4/17（水） 小野（W）

協会名 開催日 開催場所
奈  良 4/25（木） 奈良市（W）
和 歌 山 3/28（木） 和歌山市（入・外）（W）

3/30（土） 田辺市（外）（W）
鳥 取 3/30（土） 鳥取市／米子市（W）

※会場はzoom上映のみ
島  根 4/12（金） 動画配信（入）

未定 動画配信（外）
岡  山 3/2（土） 動画配信

3/24（日） 岡山市（W）
広  島 3/26（火） 三次市

3/28（木） 呉市
3/30（土） 福山市
3/31（日） 広島市

山  口 3/23（土） 岩国市（外）
3/26（火） 動画配信（入）
3/27（水） 山口市（外）（W）
3/28（木） 萩市（外）
3/29（金） 動画配信（外）
5/20（月） 動画配信（外）
5/22（水） 山口市（外）（W）
5/24（金） 動画配信（入）
5/25（土） 下関市（外）（W）

徳  島 3/28（木） 徳島市（W）
香  川 4/14（日） 高松地区

5/22（水） 高松地区
愛  媛 3/26（火） 松山

3/28（木） 西条
3/29（金） 大洲

高  知 3/22（金） 安芸市
3/23（土） 須崎市
3/25（月） 南国市
3/28（木） 高知市
3/29（金） 幡多地域

福  岡 3/27（水） 筑豊
3/28（木） 北九州
3/28（木） 筑後
3/29（金） 福岡

佐  賀 3/29（金） 佐賀（W）
5/17（金） 佐賀（W）

長  崎 5/11（土） 佐世保
5/16（木） 島原
5/18（土） 長崎（W）、動画配信
5/21（火） 諫早

熊  本 3/28（木） 熊本市（病）（W）
3/29（金） 熊本市（診）（W）

大  分 4/21（日） 大分市（W）
宮  崎 3/29（金） 宮崎市（W）
鹿 児 島 4/20（土） 鹿児島市
沖  縄 3/26（火） Webのみ

全国各地で新点数検討会開催
医科  新点数検討会開催一覧

　診療報酬、介護報酬の改定に向け、各地の保険医協会、医会は、新点数検討会（研究会・説明会）
を開催する。
　開催予定は以下の通り（２月２０日現在）。参加対象が会員の場合や開催が変更となる場合もある。
最寄りの協会・医会にお問い合わせいただきたい。

（病）は病院、（有）は有床診療所、（無）は無床診療
所、（診）は診療所向け。（入）は入院、（外）は外来、

（在）は在宅。
（W）は会場とWeb併用。
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協会名 開催日 開催場所
北 海 道 3/25（月） 札幌（W）
青  森 3/23（土） 弘前市

3/25（月） 青森市
3/27（水） むつ市
3/29（金） 五所川原市
4/2（火） 十和田市

岩  手 4/6（土） 盛岡
宮  城 3/27（水） 仙台（W）
秋  田 － 動画配信
山  形 － 動画配信（保団連作成）

5月（予定）動画配信（協会作成）
福  島 － 録画動画配信（無料）、

DVD（有料）
茨  城 3/23（土） 水戸

3/27（水） 土浦
Web配信は保団連検討
会の模様を配信予定

栃  木 3/27（水） 宇都宮
4/17（水） Web配信

群  馬 5/19（日） 前橋（W）
埼  玉 3/22（金） 川越

3/25（月） 大宮
3/29（金） 熊谷
4/10～ 動画配信
4/12（金） 越谷

千  葉 3/21（木） 千葉
3/24（日） 旭
3/27（水） 安房
3/29～ 千葉（動画配信のみ）

5/11（土） 東葛
5/26（日） 千葉
5/28（火） 市川・浦安
5/29（水） 八千代・習志野
5/30（木） 船橋

東 京 歯 3/26（火） 文京区
4/25（木） 中野区
5/20（月） 中野区

神 奈 川 3/28（木） 横浜
5/12（日） 横浜
5/17（金） 川崎
5/20（月） 相模原
5/22（水） 藤沢

協会名 開催日 開催場所
山  梨 3月下旬～

（予定） 動画配信

新  潟 3/23（土） 新潟市
3/24（日） 長岡市

富  山 3/26（火） 富山市（W）
石  川 3/23（土） 金沢
福  井 4/13（土） 福井
長  野 4/24（水） 飯田

4/24（水） 上田
4/25（木） 松本
4/26（金） 長野
4/26（金） 佐久

岐  阜 3/31（日） 岐阜（W）
静  岡 3/23（土） 静岡

3/25（月） 沼津
3/28（木） 浜松

愛  知 3/30（土） 豊橋
3/31（日） 名古屋

三  重 3/24（日） 津（W）
滋  賀 4/14（日） 大津
京 都 歯 3/24（日） 京都市（W）
大 阪 歯 4/14（日） 大阪市（大阪国際交流セ

ンター）
4/20（土） 堺市（サンスクエア堺）
4/27（土） 大阪市（エルおおさか）
5/12（日） 大阪市（Ｍ＆Ｄホール）
5/26（日） 大阪市（Ｍ＆Ｄホール）

兵  庫 3/31（日） 神戸（在宅介護）
4/7（日） 神戸①
4/7（日） 姫路
4/11（木） 明石
4/14（日） 尼崎
4/18（木） 伊丹
4/18（木） 三田
4/20（土） 加古川
4/21（日） 但馬
5/26（日） 神戸②（W）

奈  良 4/11（木） 奈良市（Web配信）
和 歌 山 3/24（日） 和歌山市（W）
鳥  取 3/2（土） 鳥取市／米子市（W）

※協会作成を放映
5/18（土） 鳥取市／米子市（W）

協会名 開催日 開催場所
島  根 未定 動画配信
岡  山 3月下旬 動画配信
広  島 3/22（金） 広島

3/23（土） 福山
山  口 3/21（木） 動画配信

3/23（土） 山口（W）
徳  島 3/30（土） 徳島市（W）
香  川 3月下旬 動画配信
愛  媛 3/24（日） 松山市

5/25（土） 松山市
高  知 3/22（金） 安芸市

3/26（火） 高知市
3/29（金） 幡多地域

福 岡 歯 3/21（木） 筑後
3/22（金） 北九州
3/23（土） 福岡

佐  賀 3/19（火） 佐賀（W）
5/23（木） 佐賀（W）

長  崎 5/11（土） 佐世保
5/13（月） 長崎（W）、動画配信

熊  本 3/27（水） 熊本市（W）
大  分 4/14（日） 大分市（W）
宮  崎 3/26（火） 宮崎市（W）
鹿 児 島 3/30（土） 鹿児島市（W）
沖  縄 3/24（日） 那覇（沖縄県市町村自治

会館）（W）

歯科  新点数検討会開催一覧
（W）は会場とWeb併用。

訂正とお詫び
　本紙２月２５日付４面「歯科分野で新設・変
更があった主な点数」のうち、下記記載の
点数に誤りがありました。下表に差し替え
ます。お詫びして、訂正します。

項　目 旧点数 新点数
基本診療料
　医療情報取得加算１ 新設 ３点
　医療情報取得加算２ 新設 １点
　医療情報取得加算３ 新設 ２点
　医療情報取得加算４ 新設 １点
在宅医療
在宅医療DX情報活用加算 新設 ８点
歯冠修復および欠損補綴
根面被覆・１　根面板によるもの １90点 １95点
磁性アタッチメント
　１　磁石構造体を用いる場合 ２60点 ４60点
　２　キーパー付き根面板を用いる場合 ３50点 550点

0956-37-8139 0956-37-8149

Macで動く電子カルテMacで動く電子カルテMacで動く電子カルテ
※Windowsでも動きます

Webで病名と薬剤が
見れるアプリ開発中

アーチャンカルテアーチャンカルテ
業務でもMacが使いたい、
という医療機関様のベストチョイスです。

使い易い データの
復元容易

お求め
やすい価格

Mac対応
レセプトソフト
20年の実績

　M
ac

Wi
n対
応

ORCA連動＆簡易入力！ORCA連動＆簡易入力！

ドクタードキュメント
アップルドクター
ドクタードキュメント
アップルドクター

簡単入力で文書作りの悩みを解決します。

手間いらずで
入力効率アップ！

訪問看護
指示書

特別訪問
看護指示書

診断書御返事紹介状 診療情報
提供書

在宅療養
計画書

主治医
意見書

Ma
c
&
Wi
n対
応

〒857-1162 長崎県佐世保市卸本町3-1モアビル2F

0956-37-8139 0956-37-8149
〒857-1162 長崎県佐世保市卸本町3-1モアビル2F
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旧
姓
併
記
さ
れ
て
も
使
え
な
い
現
実

恩
地

い
づ
み
（
医
師
）

4

2
歳
ご
ろ
の
私
が
初
め
て

「
私
の
氏
名
」
を
認
識
し
て
、

「
お
ん
じ
い
づ
み
ち
ゃ
ん
」

「
は
ー
い
」
と
呼
名
に
返
事
を

し
た
記
憶
は
、全
く
な
い
。
記

憶
に
な
い
ほ
ど
幼
い
頃
か
ら

ず
っ
と
呼
ば
れ
、名
乗
り
、署

名
し
、
私
と
共
に
あ
っ
た
氏

（おんじ・いづみ）

　麻酔科医師。1983
年に夫の姓を夫婦の
姓として法律婚。当
時職場で通称使用は
できず、プライベー
トの場でのみ生来姓
を名乗ったが、使い
分けが難しく 7年後
ペーパー離婚し生来
の姓に戻った。第二
次別姓訴訟の原告。

名
を
変
更
す
る
こ
と
に
違
和

感
が
な
い
は
ず
が
な
い

―

と
は
、
こ
の
国
は
気
付
い
て

い
な
い
よ
う
だ
。

40
年
前
に
結
婚
し
た
当
時

の
私
の
よ
う
に
、
現
在
で
も

仕
方
な
く
不
本
意
な
改
姓
を

す
る
人
た
ち
が
い
る
。
社
会

は
少
し
は
変
化
し
、
今
で
は

通
称
使
用
を
国
も
公
認
し
て

い
る
。
改
姓
後
希
望
す
れ
ば

各
種
住
民
登
録
や
国
家
資
格

な
ど
に
旧
姓
併
記
で
き
、
氏

名
を
変
え
ず
に
職
業
継
続
で

き
る
人
が
増
え
て
は
い
る（
生

来
の
姓
を
維
持
し
た
い
者
に

と
っ
て
は
消
さ
れ
た
姓
こ
そ

が
使
い
た
い
自
分
の
姓
な
の

で
、
そ
れ
を
〝
旧
〞
姓
と
呼

ぶ
の
も
た
め
ら
わ
れ
る
が
）。

し
か
し
、
前
回
で
も
触
れ

ら
れ
た
よ
う
に
旧
姓
を
使
え

な
い
職
場
も
あ
る
し
、
人
の

暮
ら
し
は
職
場
だ
け
で
は
な

い
。
消
費
者
、
有
権
者
、
保

護
者
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
立
場

で
名
を
名
乗
り
、
書
き
、
呼

ば
れ
る
。
併
記
さ
れ
て
も
通

称
が
使
え
る
か
ど
う
か
は
相

手
次
第
で
、
使
え
な
い
場
面

が
多
い
の
だ
。

マ
イ
ナ
保
険
証
で

旧
姓
受
診
不
可

私
が
働
く
医
療
現
場
は
ど

う
だ
ろ
う
。

通
称
使
用
し
て
い
る
人
た

ち
に
病
院
受
診
時
の
こ
と
を

聞
い
て
み
た
。「
保
険
証
に
旧

姓
併
記
し
て
も
旧
姓
で
は
受

診
で
き
な
い
、
と
役
所
で
い

わ
れ
た
」「
通
称
で
仕
事
を
し

て
い
る
が
、
保
険
証
は
戸
籍

名
。
希
望
し
た
旧
姓
併
記
は

裏
面
に
小
さ
な
文
字
だ
っ

た
」「
併
記
し
た
保
険
証
を
出

し
て
も
呼
ば
れ
る
の
は
戸
籍

姓
」「
旧
姓
併
記
の
マ
イ
ナ
保

険
証
で
通
称
受
診
は
で
き
な

い
」
な
ど
、
使
え
て
い
な
い

人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

顔
見
知
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
通
称
で
呼
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
は
、
性
別
違
和

で
戸
籍
性
と
は
違
う
性
別
の

名
前
で
呼
ん
で
も
ら
う
個
別

対
応
が
あ
る
の
と
同
様
に
、

可
能
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

大
病
院
で
は
難
し
そ
う
だ
。

唯
一
、
自
治
体
の
裁
量
で

旧
姓
使
用
を
認
め
て
い
る
地

域
で
作
ら
れ
た
、
表
に
旧
姓

の
通
称
名
、
裏
に
小
さ
く
戸

籍
名
が
書
か
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
は
通
称
で
受
診
で
き
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
時
に
は
新
た
な
交
渉

を
要
し
た
そ
う
で
、
安
心
し

て
ど
こ
で
も
通
称
を
使
え
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

医
療
者
側
か
ら
す
る
と
、

私
が
知
る
範
囲
で
は
電
子
カ

ル
テ
に
旧
姓
表
記
は
反
映
さ

れ
な
い
。
電
子
カ
ル
テ
の
シ

ス
テ
ム
は
病
院
ご
と
に
異
な

り
、
全
て
が
そ
う
か
は
未
確

認
だ
が
、
名
前
の
間
違
い
は

致
命
的
な
医
療
過
誤
に
繋
が

る
の
で
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
の

運
用
な
ど
避
け
た
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

司
法
「
国
会
で
議
論

を
」
…
国
会
は
無
視

通
称
使
用
と
は
、
自
分
の

名
前
が
2
つ
あ
り
、
使
い
た

い
名
前
を
使
え
な
い
こ
と
が

あ
る
暮
ら
し
だ
。
体
調
が
悪

い
と
き
に
、
ど
ち
ら
の
名
が

使
え
る
か
窓
口
で
確
認
や
交

渉
を
す
る
の
は
か
な
り
困
難

だ
。
そ
し
て
、
し
ん
ど
い
時

に
使
い
た
い
名
前
を
使
え
ず
、

自
分
の
も
の
と
は
思
え
な
い

戸
籍
姓
で
名
を
呼
ば
れ
る
の

は
辛
い
。
そ
の
よ
う
な
弱
っ

た
と
き
に
こ
そ
、
交
渉
な
ど

要
さ
な
い
「
私
の
氏
名
」
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
だ

が
、
司
法
は
「
不
便
は
緩
和

さ
れ
て
い
る
」
と
言
い
、
国

会
で
議
論
す
べ
き
事
柄
だ
と

投
げ
ら
れ
た
。
そ
の
国
会
で

は
、
長
年
無
視
さ
れ
続
け
て

い
る
。

兵庫協会
喜井 恭子
（きい・やすこ）

162 強いられる変化

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は

技
術
革
新
の
恩
恵
を
多
く
受

け
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
を
覚

え
る
中
で
新
し
い
発
明
が
な

さ
れ
、
利
便
性
が
追
及
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
「
保

険
証
廃
止
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
」
は
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
医
療
者

に
と
っ
て
も
、
そ
う
し
た
不

便
を
感
じ
た
上
で
の
技
術
革

新
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
個
人

情
報
保
護
や
実
務
の
簡
便
さ

か
ら
言
っ
て
も
紙
の
保
険
証

で
何
か
問
題
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
」
と
叫
ば
れ
ま

す
が
、
国
や
政
府
機
関
が
想

定
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
…
」

の
一
方
的
な
押
し
付
け
は
、

従
わ
な
い
者
に
さ
ま
ざ
ま
な

圧
力
を
か
け
ま
す
。
確
か
に
、

私
た
ち
医
療
を
提
供
す
る
側

も
社
会
進
歩
か
ら
多
く
の
恩

恵
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
社
会

に
還
元
す
る
義
務
は
あ
る
で

し
ょ
う
。
本
当
に
患
者
さ
ん

や
医
療
者
に
有
益
で
あ
れ
ば

納
得
で
き
ま
す
が
、
強
引
な

上
か
ら
の
圧
力
に
抵
抗
感
を

感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

人
類
は
約
3
年
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

験
し
ま
し
た
。
政
府
や
マ
ス

コ
ミ
は
連
日
過
剰
な
ま
で
に

恐
怖
を
あ
お
り
、
国
民
を
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
ら
せ
、
思
考
停

止
さ
せ
、
緊
急
事
態
を
理
由

に
憲
法
や
そ
の
他
制
度
を
変

え
よ
う
と
必
死
で
し
た
。
ま

さ
に
「
シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ

ン
」
で
す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
、
保
険
証
廃

止
」
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
の

で
、
世
の
中
が
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
も
う
と
し
て
い
る

か
聖
書
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

世
は
ま
す
ま
す
疲
弊
し
、

「
戦
争
や
戦
争
の
う
わ
さ
を

聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、気

を
つ
け
て
、
う
ろ
た
え
な
い

よ
う
に
し
な
さ
い
。
そ
う
い

う
こ
と
は
必
ず
起
こ
り
ま
す

が
、
ま
だ
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
民
族
は
民
族
に
、

国
は
国
に
敵
対
し
て
立
ち
上

が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
飢
饉
と

地
震
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
産
み

の
苦
し
み
の
始
ま
り
な
の
で

す
」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

24
の
6
〜
8
節
）「
人
々
が

『
平
和
だ
安
全
だ
』と
言
っ
て

い
る
と
き
、
妊
婦
に
産
み
の

苦
し
み
が
臨
む
よ
う
に
、
突

然
の
破
滅
が
彼
ら
を
襲
い
ま

す
。
そ
れ
を
逃
れ
る
こ
と
は

決
し
て
で
き
ま
せ
ん
」（
テ
サ

ロ
ニ
ケ
人
へ
の
第
一
の
手
紙

第
5
章
3
節
）

わ
れ
わ
れ
は
物
事
の
表
だ

け
で
な
く
、
裏
側
に
も
目
を

配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
油

断
す
る
と
戦
争
が
起
き
、
そ

う
で
な
く
て
も
、
偽
り
の
平

和
や
安
全
が
も
た
ら
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ

る
か
ら
、
い
つ
も
目
を
覚
ま

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　2002年朝日大学歯
学部卒業。08年やす
こ歯科医院（兵庫県美
方郡新温泉町）開院。
19年兵庫協会評議
員、23年同理事・但
馬支部幹事。

第
3
次
別
姓
訴
訟
へ

東
京
・
北
海
道
で

夫
婦
別
姓
を
認
め
な
い
民

法
や
戸
籍
法
の
規
定
は
憲
法

に
違
反
す
る
と
し
て
、
国
際

女
性
デ
ー
の
3
月
8
日
、
12

人
の
男
女
が
東
京
地
裁
と
札

幌
地
裁
に
提
訴
す
る
。

本
紙
で
リ
レ
ー
連
載
中
の

別
姓
訴
訟
を
支
え
る
会
は

「
違
憲
判
決
を
勝
ち
取
る
こ

と
で
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
早
期
実
現
を
目
指
し
た

い
」
と
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

各地の保険医協会・保険医会が主催するウェブ研究会・講習会を他県の会員
も参加・視聴できます。
ご利用には「保団連情報サービス」への登録（無料）が必要です。

保団連 研究会

アーカイブ配信、カテゴリーなど
絞込機能を充実！

年間8000人以上が参加（※2022年実績）

年間100件以上の開催（※2022年実績）

各協会・医会の
臨床研究や医療安全講習の他、

文化講座など多種多様な
研究会・講習会を掲載

かんたん
4 4 4 4

web参加研究会交流サイト

保団連広告_研究会交流3段_初校.indd   1 2023/09/19   10:25

別姓訴訟を支
える会ホーム
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沖
縄
に
は
、

名
護
の
屋や

が

じ
我
地

島
に
愛
楽
園
、

そ
し
て
宮
古
島

に
南
静
園
と
、

２
カ
所
に
ハ
ン 幻

の
隔
離
計
画

第 11 回

セ
ン
病
施
設
が
あ
る
。
私
は

現
在
、
２
つ
の
施
設
で
戦
時

中
に
何
が
起
き
て
い
た
の
か
、

患
者
の
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
戦
争
体
験
を
し
た
の

か
、
そ
の
実
相
の
取
材
を
進

め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
２

つ
の
施
設
が
で
き
る
は
る
か

前
に
沖
縄
の
離
島
に
計
画
さ

れ
て
い
た
幻
の
大
規
模
施
設

に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離

政
策
は
、明
治
の
終
わ
り（
１

わたなべ・こう

1966 年東京都生まれ。
早稲田大学政経学部卒。
2021 年４月よりNHK沖
縄放送局所属。著書『ゲ
ンバクとよばれた少年』
（講談社、平和・協同ジャー
ナリスト基金賞）、ほか多
数。番組ではギャラクシー
賞、橋田賞、放送文化基
金賞などを受賞。最新著
『ディープ・オキナワ』（か
もがわ出版）

９
０
７
・
明
治
４０
年
）
に
出

さ
れ
た
法
律
「
癩ら

い

予
防
ニ
関

す
る
件
」
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
隔
離

施
設
と
し
て
各
地
に
療
養
所

が
つ
く
ら
れ
た
の
だ
が
、
逃

亡
者
が
多
く
問
題
化
し
て
い

た
。
１
９
１
６
（
大
正
５
）

年
、
対
策
と
し
て
各
施
設
長

に
け
ん
責
、
減
食
、
監
禁
と

い
う
権
限
が
与
え
ら
れ
、
監

禁
室
が
設
置
さ
れ
た
。

同
じ
年
に
、
隔
離
政
策
と

し
て
大
胆
な
プ
ラ
ン
を
打
ち

出
し
た
の
が
、
光
田
健
輔
と

い
う
人
物
だ
っ
た
。
光
田
は

東
京
の
全
生
病
院
（
現
在
の

国
立
多
摩
全
生
園
）
の
院
長

で
も
あ
っ
た
が
、
彼
が
目
を

つ
け
た
の
が
沖
縄
の
離
島
だ

っ
た
。
西
表
島
で
あ
る
。

当
時
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

数
は
日
本
全
体
で
お
よ
そ
２

万
４
千
人
。絶
対
的
隔
離
こ
そ

が
感
染
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
主
張
す
る
光
田
に
と
っ
て

「
絶
海
の
孤
島
」西
表
島
は「
此

点
に
於
て
」「
別
天
地
」
だ
っ

た
。
光
田
の
策
は
過
激
と
も
い

う
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
島
民
た

ち
を
こ
と
ご
と
く
立
ち
退
か

せ
、
３
カ
所
に
「
癩
村
」
を
つ

く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
１
万
人
ず

つ
隔
離
す
る
と
い
う
計
画
だ
っ

た
の
だ
。

光
田
は
マ
ラ
リ
ア
の
調
査

の
た
め
と
偽
っ
て
西
表
を
訪

問
し
た
の
だ
が
、
こ
の
こ
と

が
地
元
紙
「
琉
球
新
報
」
の

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
「
八
重

山
の
死
活
問
題
」
と
い
う
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。「
実
は
癩
病
患
者
隔
離
調

査
に
行
く
も
の
の
如
し
」「
八

重
山
島
民
た
る
も
の
眉
に
唾

し
て
光
田
氏
に
対
す
べ
き

也
」。地
元
で
は
反
対
運
動
が

巻
き
起
こ
り
、
光
田
は
追
い

払
わ
れ
る
よ
う
に
西
表
を
あ

と
に
し
た
。
光
田
の
報
告
を

受
け
た
内
務
省
だ
が
、
マ
ラ

リ
ア
流
行
や
経
費
の
問
題
で

西
表
島
で
は
な
く
岡
山
の
長

島
を
大
規
模
施
設
建
設
の
候

補
地
に
選
ん
だ
の
だ
っ
た
。

光
田
の
大
規
模
隔
離
計
画

に
は
大
き
く
欠
損
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
人
権

意
識
だ
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹

患
し
た
人
た
ち
、
そ
し
て
沖

縄
の
地
元
住
民
を
軽
視
し
た

態
度
に
は
、
現
代
沖
縄
に
も

通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
心
が

重
く
な
っ
た
。

医
師
と
患
者
と
の
間
に
、
認
識
の
上
で
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
診
療
時
間
の

中
で
多
く
の
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

医
療
者
に
は
患
者
が
置
か
れ
た
状
況
を
想
像
す
る
力
も

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
空
白
を
埋
め
る

上
で
、
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
の
が
「
言
葉
」
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
患
者
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
も
ら
う

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
「
言
葉
」
を
か
け
れ
ば
い
い
の

か
。
医
療
に
お
け
る
「
言
葉
」
の
可
能
性
を
考
え
る
。

■
患
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
「
対
話
」

岸
見
一
郎

■
医
療
者
は
患
者
に
対
し
て
ど
ん
な
言
葉
を
か
け
る
べ

き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島

俊

■
外
国
人
が
受
診
し
た
時
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
か

　
　
　
　
　
　
　
　

庵

功
雄

■
方
言
を
話
す
患
者
と
の
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

今
村
か
ほ
る

■
絶
望
し
た
と
き
、
絶
望
の
言
葉
に
救
わ
れ
た頭

木
弘
樹

『
月
刊
保
団
連
』
3
月
号

医
者
の
言
葉
、患
者
の
言
葉

特
集

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
と
向
き
合
う

～
ウ
ト
ロ
平
和
祈
念
館

第114回一
昨
年
は
尹
東
柱
（
ユ
ン

ド
ン
ジ
ュ
）
を
訪
ね
て
京
都

を
巡
る
旅
を
し
た
こ
と
を
こ

の
コ
ラ
ム
に
書
い
た
。
そ
し

て
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
新

し
く
そ
の
年
の
春
に
で
き
た

ウ
ト
ロ
平
和
祈
念
館
に
行
く

こ
と
だ
っ
た
。

日
中
戦
争
の
最
中
の
１
９

４
０
年
、
こ
の
地
に
飛
行
場

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
当
時
、
朝
鮮
は
日

本
の
植
民
地
。
差
別
と
貧
困

に
あ
え
ぐ
人
た
ち
は
「
高
給
」

と
廃
材
と
杉
皮
で
作
ら
れ
た

「
立
派
な
宿
舎
」に
騙
さ
れ
て

や
っ
て
き
た
。

実
際
に
そ
の
宿
舎
は
祈
念

館
の
入
り
口
に
あ
り
、
８０
年

代
後
半
ま
で
使
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。
そ
う
し
て
日
本
に

や
っ
て
き
た
彼
ら
が
、
終
戦

と
と
も
に
祖
国
に
帰
る
こ
と

が
叶
わ
ず
、
ず
っ
と
住
み
続

け
て
い
る
の
が
ウ
ト
ロ
地
区

で
あ
る
。
上
下
水
道
も
な
く
、

自
分
た
ち
で
井
戸
を
掘
り
、

自
治
体
と
の
闘
い
の
中
で
生

活
イ
ン
フ
ラ
を
獲
得
し
て

い
っ
た
。
月
並
み
で
申
し
訳ウトロ平和祈念館（宇治市）

な
い
が
本
当
に
言
葉
で
言
い

尽
く
せ
な
い
苦
労
だ
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
の
経
緯
は
祈
念
館

に
写
真
と
共
に
説
明
が
あ
る

の
で
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
。

２
０
２
１
年
８
月
３０
日
午

後
４
時
ご
ろ
、
そ
の
ウ
ト
ロ

地
区
の
廃
屋
が
放
火
さ
れ
、

ほ
ど
な
く
犯
人
が
逮
捕
さ
れ

る
事
件
が
起
き
た
。
彼
は
韓

国
に
敵
対
心
を
持
ち
、
祈
念

館
の
開
館
を
阻
止
す
る
た
め

に
放
火
し
た
と
の
こ
と
。

裁
判
で
も
反
省
の
言
葉
は

な
く
、
拡
散
さ
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
「
燃
や
さ
れ
て
も
当
然
」

な
ど
の
ヘ
イ
ト
で
あ
ふ
れ
た
。

そ
の
事
件
を
知
っ
て
こ
こ
を

訪
ね
た
の
だ
が
、
フ
ェ
イ
ク

や
ヘ
イ
ト
が
あ
ふ
れ
る
今
の

時
代
、
変
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
過
去
の
歴
史
の
事
実
や

真
実
を
知
っ
て
未
来
へ
の
財

産
と
す
る
こ
と
が
い
か
に
大

事
な
こ
と
な
の
か
を
ウ
ト
ロ

の
街
並
み
に
感
じ
る
一
日
と

な
っ
た
。（理

事

鵜
飼

伸
）

い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

誰
も
が
平
和
を
願
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
毎
日
の
よ

う
に
悲
惨
な
戦
争
の
ニ
ュ
ー

ス
が
テ
レ
ビ
画
面
に
上
っ
て

く
る
。
安
全
な
場
所
に
い
て
、

そ
の
画
面
を
見
て
い
る
私
の

中
で
同
情
と
罪
悪
感
が
交
じ

る
。
も
っ
と
何
か
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。

私
た
ち
の
国
は
、
政
府
は
、

何
か
も
っ
と
有
効
な
手
段
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。

「
世
界
中
の
み
ん
な
が
、
幸

せ
で
な
け
れ
ば
、
個
人
の
幸

せ
は
な
い
」
と
、
宮
沢
賢
治

が
言
っ
た
と
い
う
。
厳
し
す

ぎ
る
気
が
す
る
け
ど
、
そ
れ

は
当
を
得
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
こ
の
ご
ろ
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
な
ど
で
、
臆
面
も
な
く
、

核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
こ
と
を

話
題
に
し
、
そ
れ
な
り
の
地

位
に
あ
る
方
が
「
一
発
で
い

い
、
そ
れ
で
対
等
に
大
国
と

渡
り
合
え
る
」
と
か
、「
不
平

等
条
約
が
解
消
さ
れ
、
真
の

独
立
が
得
ら
れ
る
」
な
ど
と

言
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
。

ひ
と
時
代
前
な
ら
、
恥
じ
入

っ
て
し
ま
い
、
蛇だ

か
つ蝎
の
ご
と

く
嫌
わ
れ
る
発
言
だ
。

　
　

世
界
は
、
変
容
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
理
想
こ

そ
現
実
的
」
と
語
っ
た
の
は

小
田
実
氏
だ
っ
た
。
日
本
は

絶
対
に
戦
争
に
加
担
し
て
は

い
け
な
い
。
自
国
を
守
る
な

ら
専
守
防
衛
と
平
和
外
交
に

徹
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
自

国
だ
け
で
は
な
く
世
界
中

が
、
共
に
生
き
る
社
会
を
構

築
す
る
手
助
け
を
す
る
べ
き

だ
。
私
た
ち
は
根
源
的
な
悪

で
あ
る
核
と
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

し
か
し
、
市
民
も
行
動
し

て
い
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、

伊
藤
忠
商
事
が
パ
レ
ス
チ
ナ

の
虐
殺
に
加
担
し
て
い
る
死

の
商
人
エ
ル
ビ
ッ
ト
・
シ
ス

テ
ム
ズ
と
の
協
力
関
係
を
即

時
停
止
す
る
よ
う
に
よ
び
か

け
た
。

ア
フ
ガ
ン
に
命
の
水
を
引

い
た
故
・
中
村
哲
医
師
の
よ

う
に
利
他
の
心
と
愛
、
平
和

を
心
か
ら
希
求
す
る
魂
を
も

っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
世

界
に
平
和
を
も
た
ら
す
の
だ

と
思
う
。
能
登
半
島
大
震
災

の
犠
牲
者
の
方
々
の
心
に
寄

り
添
い
、
祈
り
つ
つ
。
平
和

を
希
求
す
る
。

（
非
核
・
平
和
部
員

佐
原
若
子
）

西表島

　2０2３年5月８日以降
に同感染症を発症し、
傷病休業給付金を請求
される際には、必ず①
休業期間中に親族以外
の第三者の医師に受診
（電話、オンライン受診
含む）し、②受診先医
療機関から休保共済会
所定の医療証明書を取

り付け、ご提出くださ
い。休業期間中に第三
者の医師に受診のない
場合は給付対象となり
ませんのでご留意くだ
さい。
　不明な点や給付要件
の詳細はご所属の保険
医協会・保険医会にお
問い合わせください。

休業保障制度
新型コロナウイルス感染症による請求の留意点

　新型コロナウイルス感染症により休業される
際にはすみやかに（可能な限り休業期間中に）ご
所属の保険医協会・保険医会にご連絡ください。

５類への類型見直し以後の発症・休業について
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連載　第３回

ルポ 能登半島地震
村山嘉昭

　発災から1週間後、地震で牛舎が倒壊した酪農家がいることを知った。畜産農家の被災状況は
地元新聞社などがごく一部を報じていたものの、主要なマスコミでは扱われていなかった。
　倒壊した牛舎は震度7を記録した珠洲市の震源地近くにあり、牧場につながる唯一の道は斜面
が崩壊し、孤立状態にあった。牧場主は1月5日に自衛隊のヘリコプターで救助され、珠洲市か
ら離れた場所で避難中だったため、別の酪農家と徒歩で現地へ向かった。牛舎は屋根だけを残
して潰れており、衰弱して横たわる牛や、梁や柱に挟まった状態で死んでいる牛の姿もあった。
まだ半数ほどが生きていたが、どうすることもできない。余震が頻発する中、牧場主ひとりで
牛を救出できる状況でなかったことは容易に想像できた。
　私は親しい記者らに相談し、大手の放送局と全国紙に情報提供した。全国規模で報じられる
ことで事態が良い方へ動くことを期待したが、時期尚早との判断で記事化は見送られた。「人が
まだ見つかっていない状況で牛は扱いにくい」というのが理由だった。それならばとＳＮＳに
投稿すると、想像以上の反響があり、畜産農家の被災状況に目を向けるメディアが増えていっ
た。しかし発災から3週間後に農家や関係団体が倒壊牛舎から救出できたのは仔牛1頭のみだっ
た。情報もまたトリアージされるのだ。

倒壊した牛舎で横たわる乳牛
（2024 年 1月 11日、珠洲市唐笠町で撮影）

（むらやま・よしあき） 写真家。1971年、横浜市生まれ。徳島市在住。
　　　　　　　　　　農業系出版社勤務を経て2005年に独立。日本写真家協会会員。

不
足
の
薬
剤
な
ど
届
け
る

「
復
旧
に
は
産
業
と
住
居
が
必
須
」

青
森
、
兵
庫
、
福
岡
歯
科

の
各
協
会
と
大
阪
府
保
険
医

協
同
組
合
の
医
師
・
歯
科
医

師
、事
務
局
員
は
2
月
11
、12

の
両
日
、
能
登
半
島
地
震
で

被
災
し
た
石
川
県
中
能
登
町
、

七
尾
市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市

な
ど
を
訪
問
。
不
足
し
て
い

る
薬
剤
等
を
届
け
る
な
ど
し

て
医
師
・
歯
科
医
師
ら
を
激

励
し
た
。

北
陸
電
力
志し

か賀
原
発
を
視

察
し
た
後
、
中
能
登
町
の
堀

江
歯
科
医
院
院
長
、
堀
江
一

成
氏
と
面
会
し
、
小
児
用
の

抗
生
剤
や
解
熱
鎮
痛
剤
な
ど

を
手
渡
し
た
。堀
江
氏
は「
小

児
用
の
薬
が
全
国
的
に
枯
渇

し
て
い
る
が
、
被
災
地
で
は

さ
ら
に
供
給
が
追
い
付
か
ず
、

非
常
に
助
か
る
。
活
用
し
た

い
」
と
話
し
、
救
援
資
材
等

の
集
積
場
所
、
要
員
の
宿
泊

場
所
な
ど
の
協
力
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。

七
尾
市
で
は
、
ね
が
み
み

ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
根

上
昌
子
氏
と
面
会
。
同
医
院

の
2
階
で
は
被
災
し
た
女
性

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
休
憩

所
を
開
設
し
て
い
た
。
根
上

氏
か
ら
、
被
災
地
で
高
齢
女

性
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
マ
・

ス
パ
ッ
ツ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
等
を
聞
き
取
っ
た
。
根

上
氏
は
性
被
害
防
止
と
、
車

の
運
転
中
や
家
の
中
で
地
震

等
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
、
自

分
の
位
置
を
知
ら
せ
る
た
め

の
「
笛
」
を
つ
け
た
防
犯
ブ

ザ
ー
を
女
性
に
配
布
し
て
い

る
。「（
七
尾
市
よ
り
も
さ
ら

に
状
況
が
悪
い
）
奥
能
登
で

渡
し
て
き
て
ほ
し
い
」
と
私

た
ち
に
ブ
ザ
ー
を
託
し
、「
訪

問
し
て
い
た
だ
き
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
励
ま
さ
れ
ま
す
」

と
話
し
た
。

輪
島
市
で
は
輪
島
診
療
所

を
訪
問
、
職
員
2
人
が
業
務

中
だ
っ
た
。
地
震
後
、
1
月

4
日
に
院
内
の
片
付
け
を
行

い
、翌
5
日
に
診
療
再
開
。し

ば
ら
く
は
土
日
関
係
な
く
、

薬
を
必
要
と
す
る
患
者
な
ど

か
ら
の
電
話
が
鳴
り
や
ま
ず

対
応
に
追
わ
れ
た
が
、
今
は

通
常
診
療
に
戻
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
。

職
員
の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
は

要
介
護
度
5
の
高
齢
女
性
を

ケ
ア
中
に
ド
ス
ン
と
い
う
大

き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
家
屋

が
崩
れ
て
き
た
。
た
ま
た
ま

外
に
い
た
人
に
靴
を
借
り
、

小
柄
な
女
性
な
が
ら
高
齢
女

性
を
引
き
ず
り
出
し
、
自
ら

抱
え
て
救
出
し
、10
日
間
、寝

起
き
を
共
に
し
た
と
当
時
の

体
験
を
語
っ
た
。

職
員
か
ら
聞
き
取
り
中
に

震
度
4
の
直
下
型
地
震
が
発

生
。
直
後
に
事
務
長
か
ら
安

否
確
認
の
電
話
が
診
療
所
へ

入
っ
た
。
緊
張
を
緩
め
ら
れ

な
い
中
、
診
療
や
ケ
ア
等
に

尽
力
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

そ
の
後
、
金
沢
市
内
の
石

能登半島地震

川
協
会
事
務
所
で
、
輪
島
診

療
所
所
長
の
山
本
悟
氏
、
石

川
協
会
副
会
長
で
保
団
連
理

事
の
平
田
米
里
氏
ら
と
懇
談
。

山
本
氏
は
「
2
0
0
7
年
の

能
登
半
島
地
震
も
被
害
が
大

き
か
っ
た
が
、
今
回
は
道
路

の
寸
断
や
孤
立
集
落
で
取
り

残
さ
れ
る
な
ど
前
回
と
は
規

模
と
内
容
が
異
な
る
」
と
説

明
。
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

は
「
産
業
と
住
ま
い
が
あ
れ

ば
、
帰
り
た
い
住
民
は
戻
っ

て
こ
ら
れ
る
。
能
登
半
島
の

復
興
は
産
業
の
回
復
が
な
い

と
難
し
い
。
今
、
一
番
必
要

な
の
は
水
、
そ
し
て
住
ま
い

だ
」
と
話
し
た
。

ま
た
志
賀
原
発
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
北
陸
電
力
と
共

に
脱
原
発
を
す
す
め
る
株
主

の
会
の
中
垣
た
か
子
代
表
、

石
川
協
会
の
種
市
靖
行
理
事

と
懇
談
。
改
め
て
原
発
の
危

険
性
と
不
当
性
を
認
識
し
、

全
国
の
原
発
を
廃
炉
に
す
る

運
動
の
転
機
に
し
て
い
く
必

要
性
を
確
認
し
た
。

（
新
聞
部
長

杉
山
正
隆
）

▲ 被災したクリニック（奥）のドアには「要注意」の
黄色い紙が張られ、仮設診療所（手前）で診療を
再開していた（2月11日）

▼大阪協同組合を通して薬剤等を届けた
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